































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































繧境の構成） ］Ａ児の育ち境の構成 Ａ児の社会的側面の「学んだこと」 教師のかかわり
～￣

























































／ 、／ 、 教師の願い
・教師や友達とかかわりながら生活するこ
とを楽しんでほしい
・自分の気持ちや思いを素直に表現するこ
とができるようになってほしい
・４月生れで、身支度など教師が手をかけな
くても、自分ですることができる。
。５月に入ってからも表情が硬く、自分の思
いを表出する姿が見られない。
・友達に言われるがままに生活している。
ノ、、 ノ
癬慧
<一年を振り返って〉
（１）Ａ児の社会的側面の「学んだこと」と育ちについて
.Ａ児にとっての初めての幼稚園生活は、緊張と不安でいっぱいだった。自分の気持ちを表
出することなく、様子を伺いながら過ごしていた。しかし、教師とかかわったり、友達の
姿を見たりしながら、「教師と一緒に過ごす楽しさ」「気の合う友達と一緒に過ごす楽しさ」
を学び、少しずつ、安心して生活することができるようになった。また、友達が教師にか
かわる姿をモデルに、教師に甘えたり、じゃれあったりすることができるようになった。
・友達の楽しそうな雰囲気を感じ、かかわりたい思いをもっていたが、見ているだけでか
かわることができずにいた。教師がＡ児の思いをくみ取り、Ａ児に思いを問いながら過
ごすことで、教師とのかかわりをもとに、自分から楽しそうな遊びの仲間になったり、
友達にかかわったりする姿が見られるようになった｡そのことを通して自分の思いを｢言
葉で伝えること」「教師や友達と一緒に遊ぶ楽しさ」を学ぶことができた。
（２）学びを支える環境構成と教師のかかわりについて
○環境の構成について
・社会的側面の学びを支える上で、３歳児にとって教師の存在は大切である。Ｐ２４の図
から①登園時、毎日同じ場所で、同じ手順で幼児をむかえる教師。②楽しい雰囲気や安
心して過ごせる雰囲気をかもしだす教師。の二つのことが見えてきた。それと同時に友
達の存在の大切さも見えてきた。①いつも一緒に、同じ保育室の中で生活する友達。②
モデルとなる友達。③一緒にいて安心することができる気の合う友達。の三つである。
Ａ児にとって教師や友達といった人的環境は、心のより所となる存在であり、幼稚園で
安心して生活したり、楽しんで生活したりする為に、なくてはならない環境であった。
・保育室の環境構成は、その時の幼児にとって意味のあるものにしなければならない。各
コーナーの配置は、教師の存在を常に感じることができる安心した空間、楽しそうに遊
んでいる教師や友達の雰囲気を感じることができる距離感が大切である。また、製作コー
ナーやままごとコーナーなどには、友達と同じものを身に付けたり、同じものをつくっ
たりすることができるように幼児に適当な数、適当な種類の素材を提示することが大切
であると考える。
○教師のかかわりについて
.何より、幼児一人一人の思いを全面的に受け入れる教師のかかわりが大切である。言葉
だけのかかわりではなく、スキンシップをとったり、ほほえみあったり、目で合図した
りするなどしながら、Ａ児の思いを全面的に受容したり、言動を認めたりすることで、
Ａ児は安心して教師とかかわることができるようになった。
・教師が生活を楽しみ、幼児らのモデルとなること、また、幼児らを誘ったり、遊びを提
案したりしながら遊びのきっかけをつくったり、遊びの方向を示したりしていくことで、
幼児らは教師や友達とかかわって過ごす楽しさを感じることにつながっていった。
－２５－
